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CEO中村和男メッセージ

PVC（Pharmaceutical Value Creator） .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .製薬企業の価値最大化を支援するシミックグループ独自のビジネスモデル

CRO事業（Contract Research Organization ： 医薬品開発支援） .. . . . . . . . . . . . .製薬企業などに対し、医薬品の開発に関するサービスを提供する事業

CMO事業（Contract Manufacturing Organization ： 医薬品製造支援） .. . . . . .製薬企業などから医薬品などの製造および分析化学サービスに係る業務を受託する事業

CSO事業（Contract Sales Organization ： 医薬品営業支援） .. . . . . . . . . . . .製薬企業などに対し、医薬品の営業・マーケティング支援や、BPO・人材サービスを行う事業

ヘルスケア事業 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .主に医療機関や患者、一般消費者の医療や健康維持・増進を支援する事業

IPD事業（Intellectual Property Development ： 知的財産開発） .. . . . .診断薬や患者数の少ない疾病の治療薬（希少疾病用医薬品。オーファンドラッグとも言う）をシミックグループが自社で開発する事業

シミックグループのビジネスモデルと事業名

　株主の皆様には、日頃より格別のご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。
また、このたびは連結子会社であるサイトサポート・インスティテュート㈱（以
下、SSI）のコンプライアンス問題により、株主の皆様に多大なるご迷惑とご心
配をおかけいたしましたことを、心より深くお詫び申し上げます。
　昨年12月、「専門家調査委員会」の調査により、SSIが2010年に行った一
般用医薬品の治験支援業務において、社員の身長データ不正記載への関
与が明らかになりました。当社グループは今回の事態を厳粛に受け止め、品
質管理体制およびコンプライアンス体制を一層強化し、二度とこのような事
態を起こすことのないよう再発防止策を徹底してまいります。全役職員一人
ひとりが、生命関連事業に携わるものとして高い倫理観と使命感を持つこと、
そして風通しの良い企業風土の醸成に努めてまいります。

　医薬品業界におきましては、政府の成長戦略において医療関連産業活性
化の方針が示され、産官学連携を通じた迅速な新薬創出を促進するととも
に、後発医薬品の普及や長期収載品の価格体系の検証を通じて社会保障費
を抑制するための取り組みが打ち出されています。製薬企業は、研究開発費
の増大や主力製品の特許切れ、個別医療の高まり等の事業環境の下、組織
体制の最適化を図り、医薬品開発の迅速化と効率化を目指して、アウトソー
シングを加速する傾向にあります。
　当社グループは、これらのアウトソーシングニーズの高まりに対し、支援業
務の多様化や顧客・提携企業との連携強化を促進し、競争優位性の強化と事
業成長に向けて取り組んでまいります。グループ全役職員一同、株主の皆様
の信頼の回復と業績向上に向けて鋭意努力してまいりますので、何卒ご支援
を賜りますようお願い申し上げます。

　信頼回復に向けた取り組みをグループ最優先課題として、専門家調査委員会
の報告書における指摘事項を真摯に受け止め、再発防止策を策定・推進し、コン
プライアンス強化に向け徹底して取り組んでおります。

リスク管理・コンプライアンス体制の強化
　シミックグループの事業活動に伴うリスク分析と監視を強化し、迅速かつ的確
な対処を行うため、クオリティ・コンプライアンス本部を中心とした組織体制に再
編いたしました。内部監査機能も強化し、コンプライアンスに関わる問題事象が
発生した際の早期発見および迅速な対応を行います。

コンプライアンスに関わる問題の相談窓口の充実
　従業員相談窓口や内部通報などのグループホットライン機能の整備・強化を
すすめました。相談しやすい職場環境作りをすすめるとともに、問題の発生を未
然に防ぎます。

業務管理体制の再編とコンプライアンス意識の醸成
　医療現場で働く従業員のきめ細かな管理、育成が可能となるよう業務管理体
制を再編し、コミュニケーションの良い職場環境づくりを行います。

　今後も、全役職員を対象としたコンプライアンス教育の徹底や、個人の資質を
適正に評価した人員配置実施など、再発防止のためのあらゆる対策を行い、全
役職員一丸となって信頼回復に努め、企業価値の向上を目指してまいります。

中村和男
代表取締役CEO

信頼回復に向けて

コンプライアンス・メッセージカード

Compliance is not merely about complying
with Laws and Regulations. 
We must also abide by company guidelines, 
code of ethics and practices, as well as
corporate social responsibility.

As a healthcare company, each CMIC Group
Affiliate must act ethically and each employee
must be aware of compliance requirements,
and act accordingly.

Our View on Compliance

Scope of Compliance

Corporate Social 
Responsibility

Corporate Ethics

Compliance with
Company Rules

and Code of Conduct

Compliance with 
Laws and 
Regulations

裏

「コンプライアンス」の考え方

コンプライアンスが重要視されるのは、その意味が
「法令遵守」にとどまらず、社内規程・行動規範の
遵守、ひいては、企業倫理、企業の社会的責任
への取り組みをも包含しているからです。

コンプライアンスの範囲

シミックグループの各事業体は生命関連企業
として、倫理性を最も重視し、一人ひとりが
コンプライアンスについて高い意識を持ち、誇りと
自覚を持って行動することが求められます。

企業の社会的責任

企業倫理

社内規程・
行動規範の遵守

法令遵守

表

カンパニー長宣言
2013年10月発行
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　私たちシミックグループのカンパニー長一同は、シミックグループが生命関連企
業として、強い倫理観のもと、お客様が価値を見いだし、満足頂ける高い品質の製	
品・サービスを継続的に提供するために、以下の品質メッセージを宣言し、実行し
ます。

2013年10月1日

カンパニー長の品質宣言

1.	 シミックグループの全ての事業体において、コンプライアンス経営を推進し、
「知識より意識」の企業風土を醸成します。

2.	 シミックグループの企業活動において、｢倫理性、科学性、信頼性を確保する｣
ことを基本メッセージとして全ての社員に浸透させます。

3.	 「シミックグループの品質方針」を実践するために、お客様重視、品質重視の
姿勢を全ての社員に浸透させます。

4.	 お客様からの問題提起は真摯に受けとめ、業務において発生したインシデント
に対しては根本原因の究明と再発防止を迅速に図り、継続的な改善に努めます。

5.	 お客様とのパートナーシップを構築する基盤として、お客様との適時適切な
コミュニケーションの確保に努めます。

6.	 シミックグループの全ての社員がお客様から信頼され、誇りと自覚を持ち、
業務に邁進できるよう、効果的な教育・訓練を継続して行います。

この品質宣言は、各カンパニーの全社員に周知します。

ＣＲＯカンパニー長　中村　宣雄

ＣＭＯカンパニー長　山口　進也

ＣＳＯカンパニー長　加藤　永生

ＨＣ　カンパニー長　中橋　和義

ＩＰＤカンパニー長　小作　寛

Compliance 
Handbook
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　2014年9月期の連結業績見通しにつきましては、2013
年11月6日に公表いたしました連結業績予想から変更はご
ざいません。
　連結業績につきましては、好調な受注を背景にCRO事業、
CSO事業の売上高が伸長するものと想定しておりますが、
既存案件の受託生産量が減少するCMO事業、新規受注が
低迷しているヘルスケア事業の売上高が減少すると想定さ
れることから、売上高は51,500百万円（前期比1.1％増）となる
見通しです。また、営業利益につきましては、CRO事業が大
幅に増加する一方、CMO事業およびヘルスケア事業の減
収の影響により、2,500百万円（同39.8％減）となる見通しです。
これに伴い、経常利益は2,300百万円（同41.6％減）、当期純利
益は、800百万円（同54.4％減）となる見通しです。
　配当につきましては、安定的な配当の継続を重視し、年
間配当は35円（期末配当17.5円）を予定しております。

セグメント別売上高・営業利益の2014年9月期見通し
（百万円）

売上高 営業利益

CRO事業 23,500 5,000

CMO事業 14,700 50

CSO事業 6,500 500

ヘルスケア事業 7,300 △450

IPD事業 500 △600

内部取引消去/調整額 △1,000 △2,000

合計 51,500 2,500

当第2四半期業績のご報告
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ＣＲＯ（医薬品開発支援）事業
・近年の医療機器メーカーの積極的な取り組みや、新規参入企業

の動向を踏まえ、市場拡大が見込まれる医療機器分野の開発支
援体制を整備し、医療機器支援業務を強化。

・専門性と効率性を一層促進し、グローバル開発案件や治験国内
管理人業務等の支援業務を拡大。

・モニタリング業務を中心に、好調な受注を背景に各業務で売上
が堅調に伸長、稼動率も高い水準で推移する見通し。
※治験国内管理人：日本に拠点のない海外製薬企業に代わり、治験の実施にかかる業務
　を行う企業

ＣSＯ（医薬品営業支援）事業
・MR派遣業務における新規案件の獲得と、大型受託案件に応じた

MR採用活動を強化。
・ヨーロッパ最大級のCSO「Ashfield Group」の日本法人である

Ashfield㈱との提携により、海外製薬企業との関係強化や新た
なサービスを提供。

・MR派遣業務の受注が伸長しており、売上高は前期比25％増の
見通し。営業利益は引き続き新規受注に対応するための採用を
進めていることから、先行コストが発生する見通し。

ヘルスケア事業
・SSIのコンプライアンス問題を受けた受注減少の影響等により

減収減益の見通し。
・低迷している新規受注は、回復に転じる兆しも見えつつあり、引

き続き早期の受注回復に向けて注力。

IPD（知的財産開発）事業
・IPD事業は、バイオマーカー、オーファンドラッグの売上が伸長す

る見通し。
・引き続きローコスト体制による事業化を図る。

ＣMＯ（医薬品製造支援）事業
・2014年4月、固形剤の受託生産力の向上および注射剤の受注を

強化するため、田辺三菱製薬㈱より足利工場を譲受け、シミック
CMO足利㈱として稼動開始。

・分析化学サービスは、市場環境が厳しく受注獲得に向けた営業
活動を一層強化。受託製造業務は、製剤開発分野へのサービス
強化を促進するとともに、海外CMOのAesicaとの連携により営
業体制の構築をすすめ、新規受託の獲得に注力。

・シミックCMOにおける品目移管の影響および分析化学サービス
業務における受注減少等の影響により減収減益の見通し。

各事業の取り組みと見通し

2014年9月期の見通し

3,918

■通期  ■第2四半期

売上高
（百万円）

20142011

営業利益
（百万円）

20142011

当期純利益
（百万円）

20142011

43,555

21,334

51,500
（見通し）

25,506

3,849

2,214

2,500
（見通し）

1,743

1,811

1,038

2012

2012

2012

50,303

24,500

2,039

2,241

1,608

2013

2013

2013

50,934

25,209

4,156

2,606

1,753

1,333

800
（見通し）

745

　当第2四半期連結累計期間においては、各事業領域の基
盤を強化するとともに、個々のサービスの一層の充実を図る
ことにより、事業の収益性と生産性の向上および事業間シナ
ジーの追求に取り組みました。
　連結業績につきましては、CRO事業、CSO事業の売上高が
伸長いたしましたが、CMO事業、ヘルスケア事業の売上高が
減少したため、売上高は25,506百万円（前年同期比1.2％増）とな
りました。営業利益につきましては、CRO事業が大幅に増加
したものの、CMO事業およびヘルスケア事業の減少などに
より、1,743百万円（同33.1％減）となりました。これに伴い、経常
利益は1,741百万円（同32.0％減）、四半期純利益は、745百万
円（同44.1％減）となりました。
　中間配当につきましては、前第2四半期末と同額の17.5円
とさせていただきます。



渡良瀬川クリーン活動参加（2014年5月）
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特集1

シミックCMO足利㈱
足利工場が稼動開始 　足利氏発祥の地として知られる

歴史あるまちです。昔から織物業
で栄えており、その歴史は奈良時
代までさかのぼるといわれていま
す。大藤が見事な「あしかがフラ
ワーパーク」があり、年間を通じて
多くの観光客が訪れます。

Q.“足利”ってどんなところ？

Q. 品質へのこだわりを教えてください。
　教育（業務上の知識や技術、GMP、コンプラ
イアンス研修）の徹底、コミュニケーションの促
進、製造や試験のシステム化による信頼性向上、
迅速で確実な報告・連絡、この4つの柱を中心
とする改善活動を継続しながら、品質の向上に
積極的に取り組んでいます。

2014年4月、シミックCMO足利㈱は、
シミックグループとして営業を開始しました。
田辺三菱製薬グループの主力工場として培った
技術力と生産力を継承する足利工場をご紹介します。

Q. シミックグループの今後の展開は？
　足利工場の稼動開始により、主力の固形剤
製造においては生産能力の向上と柔軟な生産
対応が、注射剤においては受注機会の創出が
可能となります。
　シミックグループは国内外５製造拠点の連
携により、製造技術や製剤開発力を一層強化
し、グローバル企業との協業を通じて、多様化
するクライアントのニーズに柔軟かつ迅速な
サービスの提供を行い、付加価値の高い提案
型CMO事業への進展を目指してまいります。

　効率的な生産システムを用いて固形剤、注射
剤を生産しています。世界標準の品質・コスト
の医薬品を安定供給できることが強みです。

Q. 足利工場の特徴は？

　固形剤では糖衣錠、注射剤では脂肪乳剤の
製造技術を保有しています。また、低温保管庫
を保有しており、冷蔵条件下での注射剤包装
が可能です。錠剤約20億錠、散・細粒剤約30ト
ン、注射剤約280万本の生産実績があります。

Q. どんな設備があるのですか？

足利駅

栃木県足利市

史跡足利学校

あしかが
フラワーパーク

所在地：	 栃木県足利市久保田町588-3
面積：	 91,674㎡
従業員数：	 309名（2014年4月1日現在）

シミックCMO足利㈱

三谷	毅
シミックCMO足利㈱	
代表取締役社長

土屋	亨
シミックCMO足利㈱	工場長

Q. 環境への取り組みを教えてください。
　地域社会の一員として環境問題に積極的に
取り組んでいます。敷地内にメタセコイアなど
を植樹し、敷地面積の3分の1以上を緑化して
います。2005年には財団法人都市緑化基金よ
り社会環境貢献緑地に認定されました。その他、
渡良瀬川クリーン運動など、地域周辺の清掃活
動等を実施しています。
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　少子高齢化で労働力の不足が懸念されているなかで、シ
ミックグループでは女性のさらなる活用が重要であると考
えています。女性が働きやすい環境整備を進めるとともに、
男女問わずさまざまなライフイベントに対応できる人事制
度を整えています。法令で定める水準にとらわれず、仕事と
家庭の両立を支援する独自の制度を整えていることがシ
ミックグループの特色といえます。利用者は年々増加し、女
性だけでなく男性も利用しています。

女性の活躍

　2010年11月末に出産、5ヶ月後の2011年4月に職場復帰
してから、初めて仕事と子育てを両立する大変さに気づきま
した。復帰後は、ケアフレックスなどの制度をフル活用し、上
司や同僚の温かいアドバイスに支えられて頑張っています。
出産育児の経験をプラスにして、より成長していきたいと感
じています。
　後輩にも、出産子育てで仕事を諦めず、シミック独自の制度
を積極的に利用するよう伝えたいと思っています。

シミック株式会社
品質管理本部 品質推進室長
杉田さん

シミックグループの考え方

さまざまな人種や民族が集まる
アメリカではじまった「ダイバーシティ」という考え方。
日本でも、多様な人材が活躍できる、
ダイバーシティに対応した環境や制度を推進する
企業が増えています。

特集2

ダイバーシティ

「女性が活躍する会社Best100」ランクイン
　このような取り組みが認められ、「日経WOMAN」2014年5
月号「女性が活躍する会社Best100」にランクインしました。
　このランキングでは、管理職登用度、ワークライフバランス
度、女性活用度などの視点で評価されます。全社ランキングで
は総合75位、管理職登用度では13位となり、化学・医薬品業種
ランキングでは総合16位、管理職登用度3位と、高い評価をい
ただきました。また、内閣府が進める女性の活躍状況の「見え
る化」政策のひとつである「女性の活躍「見える化」サイト」に、シ
ミックグループの情報が掲載されました。今後も、女性の登用
や働きやすい職場環境づくりに積極的に取り組んでまいります。
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日経BP社「日経WOMAN」2014年5月号より
（グラフ内の数字は総合得点）

シミックグループの社内男女構成比

実際に制度を
利用した人に
聞いてみました

42% 58%
男性 女性

グループの行動規範に「国の内外を問わず人権を尊重するとともに、役職員の多様性、
人格、個性を尊重する」と定めています。人種・性別・障がいの有無にとどまらず、
多様性のある人材を採用すること、ひとりひとりの違いを尊重し価値を見つけること、
違いに係わらず平等に扱うことが、企業の成長に不可欠だと考えています。

Diversity
シミック（株）の制度

ライフ
イベント 制度 内容

妊娠・出産
育児・傷病

ケア
フレックス

ライフイベントに合わせ、フレックス
勤務が可能。育児の場合は、子が小
学校就学中まで利用できます。

育児 ケアリーブ
育児の為に1時間単位で利用できる
時間単位の有給休暇。

妊娠・出産
育児・傷病

時差勤務
始業時刻を8：00～10：00の間で30
分単位で選択が可能。

妊娠・出産
育児・傷病
介護

短時間
勤務

1日の所定勤務時間を5時間～6時
間30分（30分単位）で選択が可能。

育児 育児休業
子が3歳に達するまでを限度として
休業可能。



2014年
上期

売上構成比

CRO
45.3％

IPD
0.6％

CMO
25.5％

CSO
12.4％

ヘルスケア
16.2％

主要顧客と業務
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売上高	
モニタリング業務において新規受注およ
び既存案件が好調に進捗したこと、デー
タマネジメント業務において既存案件が
順調に進捗し、シミックPMSが加わったこ
となどにより、前年同期を上回りました。

営業利益	
モニタリング業務およびデータマネジメ
ント業務において案件が順調に進捗した
ことにより、前年同期を上回りました。

Topics	
医療機器の開発支援体制を整備し、医療機
器支援業務の強化に取り組んでいます。

	 営業利益率 	 営業利益率	 営業利益率 	 営業利益率 	 営業利益率

売上高	
シミックCMO㈱の既存案件の製品の受託
生産量が減少したこと、分析化学サービス
業務において価格競争が激化しているこ
となどにより、前年同期を下回りました。

営業利益	
シミックCMO㈱および分析化学サービス
業務の売上高の減少により前年同期を下
回りました。

Topics	
シミックCMO㈱の富山工場に新製造棟を
建設しました。高濃度アルコール製剤に対応
できる工場で、生産能力は従来の2倍以上と
なりました。静岡には製剤開発センターを設
立し、処方設計、治験薬製造などを行います。

売上高（百万円） 売上高（百万円） 売上高（百万円）営業利益（百万円） 営業利益（百万円） 営業利益（百万円）
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売上高（百万円） 売上高（百万円）営業利益（百万円） 営業利益（百万円）

CMO（医薬品製造支援）事業
主に製薬企業から医薬品などの分析・製造業
務を受託する事業

CRO（医薬品開発支援）事業
主に製薬企業に対し医薬品開発（臨床試験
など）を支援する事業

CSO（医薬品営業支援）事業
主に医薬品の営業・マーケティング支援や
BPO・人材サービスを行う事業

売上高	
MR派遣業務およびBPOサービス業務の
新規受注および既存案件が好調に進捗し
たことにより、前年同期を上回りました。

営業利益	
MR派遣業務の大型新規案件の採用コス
トが先行して発生したことなどにより、前年
同期を下回りました。

Topics	
MR派遣業務の大型新規案件の受託によ
りMRの採用を強化しています。
MR（医薬情報担当者）： 医療機関に対して、医薬品の効能
や副作用などに関する情報の提供と収集にあたる専門ス
タッフのこと

第2四半期業績	事業別概況

ヘルスケア事業
医療機関や患者、一般消費者の医療や
健康維持・増進を支援する事業

IPD（知的財産開発）事業　
自社にて知的財産を開発する業務

売上高	
SMO業務の新規受注が減少したことなど
により、前年同期を下回りました。

営業利益	
SMO業務において新規受注が減少した
こと、難易度の高い試験増加に伴い原価
率が上昇したことなどにより、営業損失が
発生しています。

Topics	
SMO業務の早期の新規受注回復に向け
て注力しています。
SMO	（Site Management	Organization）治験施設支援
機関：	臨床試験を実施する医療機関から委託を受けて医療
機関の治験業務を支援する企業・組織

売上高	
オーファンドラッグの販売量増加により、
売上高が増加しました。

営業利益	
研究開発費および㈱オーファンパシフィッ
クにおける販売にかかる費用などの計上
により、営業損失が発生しています。

Topics	
オーファンドラッグ「ブフェニール®」および

「ノーモサング®」の疾病認知度の向上に
取り組んでいます。また、診断薬の高感度
の改良型を開発しています。
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医療機関

一般消費者

バイオベンチャー

患者

製薬企業

医療機器メーカー

医療機関

患者 一般消費者バイオベンチャー

製薬企業 医療機器メーカー

非臨床試験・臨床試験（治験）、
承認申請、製造販売後調査等
開発全般の支援

治験薬・医薬品の受託製造や
分析化学サービス業務

MR（医薬情報担当者）の
派遣や医療・製薬業界向け
ＢＰＯ・人材サービス

治験施設支援や
ヘルスケア情報サービス

診断薬やオーファンドラッグなどの
開発や販売
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連結財務諸表

科　目 前　期
2013年9月30日現在

当第2四半期
2014年3月31日現在 増減額

資産の部
　流動資産 22,891 24,132 1,241
　固定資産 19,963 21,544 1,581
　　有形固定資産 14,466 15,508 1,042
　　無形固定資産 2,128 2,066 △62
　　投資その他の資産 3,369 3,969 600
　資産合計 42,855 45,676 2,821
負債の部
　流動負債 13,677 13,067 △610
　固定負債 9,576 12,467 2,891
　負債合計 23,253 25,534 2,281
純資産の部
　株主資本 19,682 20,110 428
　その他の包括利益累計額 △131 △32 99
　少数株主持分 51 64 13
　純資産合計 19,601 20,142 541
　負債純資産合計 42,855 45,676 2,821

四半期	連結貸借対照表（要旨）（単位：百万円）

ポイント

1 資産合計
総資産は前年度末に比べ28億円
増加し、456億円となりました。主に、
現預金の増加16億円、CMO事業な
どにおける設備投資による固定資産
の増加15億円などによります。

ポイント

2 負債合計
負債は前年度末に比べ約22億円増
加し、255億円となりました。主に足
利工場譲受に伴う長期借入金等の
増加26億円などによります。

ポイント

3 純資産合計
純資産は、利益剰余金の増加など
により5億円増加し201億円となり
ました。

科　目
前第2四半期
2012年10月1日から
2013年3月31日まで

当第2四半期
2013年10月1日から
2014年3月31日まで

増減額

売上高 25,209 25,506 297
売上原価 18,783 19,889 1,106
売上総利益 6,426 5,616 △810
販売費および一般管理費 3,819 3,873 54
営業利益 2,606 1,743 △863
営業外収益 180 94 △86
営業外費用 225 96 △129
経常利益 2,562 1,741 △821
特別利益 0 0 0
特別損失 9 75 66
税金等調整前当期純利益 2,553 1,665 △888
法人税、住民税および事業税 1,199 1,034 △165
法人税等調整額 77 △124 △201
少数株主利益又は少数株主損失（△） △58 10 68
四半期純利益 1,333 745 △588

四半期 連結損益計算書（要旨）（単位：百万円）

売上高
売上高は255億円と前年同期比
1.1％増となりました。CRO事業・
CSO事業の売上高が伸長したもの
の、CMO事業・ヘルスケア事業の売
上高が減少したことによります。

ポイント

4

期首残高(2013年10月1日)

営業
キャッシュ・フロー 財務

キャッシュ・フロー

現金および
現金同等物に
係る換算差額

投資
キャッシュ・フロー

四半期末残高（2014年3月31日）

1,843 △ 2,402

6,810

8,5002,220 27

四半期 連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）（単位：百万円）

当期の営業C/Fは主に利益の増加
により18億円の収入、投資C/Fは
CMO事業における設備投資および
JCLバイオアッセイ株式の取得等に
より24億円の支出、財務C/Fは金
融機関からの借入金の増加等によ
り22億円の収入になりました。この
結果、現金および現金同等物の四半
期末残高は、85億円になりました。

ポイント

7

営業利益

四半期純利益

キャッシュ・フロー

営業利益は17億円と前年同期比
33％減となりました。ＣＲＯ事業の
営業利益が大幅に増加したものの、
ＣＭＯ事業・ヘルスケア事業の営業
利益が減少したことによります。

四半期純利益は7.4億円と前年同
期比44.1％減となりました。営業利
益の減少に伴う経常利益の減少に
加え、固定資産除却損などを計上し
たことによります。

ポイント

5

ポイント

6

■  配当金 　　配当性向
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35.0

28.4％

’08/9

13.3

26.5％

’09/9

16.7

27.7％

’10/9

26.5

26.1％

’11/9

30.25

30.0％

’13/9

35.0

36.3％

’14/9(見通し)

35.0

配当金（単位：円）・配当性向（％） 株主還元について

　当社は、株主の皆様への利益還元を経営上の重
要政策の一つと位置付け、収益力向上や企業基盤
の強化のための内部留保を確保しつつ、業績に応
じた配当を実施することを基本方針としております。
当第2四半期は中間配当金を17.5円とし、年間配当
金は35円の見通しです。

※2011年4月1日付で普通株式1株につき20株の割合で株式分割しております。上記のグラフおよび文中では当該株式分割に伴う影響を加味し遡及修正を行った場合の配当状況を記載しております。



トピックス

株主の皆様の声
前回のシミックレポートアンケートにおいて、多くの株主様より貴重なご意見を賜り、
誠にありがとうございました。その一部を掲載いたします。

医薬品業界ではまだ
若い企業なので、
時代のニーズを取り込み
柔軟な経営をして、
発展されるよう
願っています。

CROパイオニア
企業として、
他社との差別化を
目指して下さい。

貴社の「ユニーク性」を
名実ともに強調すべし。

コンプライアンス体制を
一層強化してほしい。子会社のデータ

不正記載の件、
早い解決を
望んでいます。

株式の状況	2014年3月31日現在

株主名 所有株式数
（株）

持株比率
（%）

株式会社アルテミス 6,368,200 34.94

TAIYO HANEI FUND, L.P. 1,100,400	 6.03

PERSHING-DIV. OF DLJ SECS. CORP. 1,013,212 5.56

中村和男 989,720 5.43

株式会社キースジャパン 719,440 3.94

TAIYO BLUE PARTNERS, L.P. 410,700 2.25

シミックホールディングス従業員持株会 354,752 1.94

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 （信託口9） 223,200 1.22

資産管理サービス信託銀行株式会社（信託E口） 190,000 1.04

CREDIT SUISSE SECURITIES (USA) LLC MAIN ACCOUNT 175,739 0.96

（注）発行済株式総数に対する持株比率は、小数点以下3位を切り捨てております。

大株主

発行可能株式総数 46,000,000株

発行済株式総数 18,221,860株

株主数 6,882名

会社概要	2014年3月31日現在

商号 シミックホールディングス株式会社

設立 1985年

資本金 3,087百万円

本社所在地 〒141-0031
東京都品川区西五反田7-10-4	金剛ビル

事業所 名古屋支社　大阪支社　九州支社

従業員数 4,900名（連結）

グループ会社
（連結子会社）

シミック㈱
シミックPMS㈱
㈱シミックバイオリサーチセンター
CMIC	Korea	Co.,	Ltd.
CMIC（Beijing）	Co.,	Ltd.
CMIC	ASIA-PACIFIC,	PTE.	LTD.
CMIC	ASIA	PACIFIC	(MALAYSIA)	SDN.	BHD.
シミックCMO㈱
㈱応用医学研究所
CMIC	CMO	Korea	Co.,	Ltd.
CMIC	CMO	USA	Corporation
㈱シミックエムピーエスエス
㈱シミックBS
サイトサポート・インスティテュート㈱
㈱ヘルスクリック
㈱オーファンパシフィック

（関連会社） エムディエス・シーエムジー㈱
㈱JCLバイオアッセイ

所有者別の構成比率（株式数比率）

JCLバイオアッセイを持分法適用会社化 Aesicaと協業合意
2014年2月、生体試料中薬物濃度測定に強みを持つ
㈱JCLバイオアッセイと資本業務提携契約を締結し
第三者割当増資を引き受けました。これにより、JCL
バイオアッセイは当社の持分法適用会社となりまし
た。今後、両グループの事業
連携をより深化させ、高い分
析技術による品質評価、効率
的なサービス提供を目指して
いきます。

グローバルな医薬品開発製造受託機関、Aesica（エシ
カ）社と、相互協力することを合意しました。ヨーロッパ
と日本における営業力強化、米国における新しいビジ
ネスチャンス創造に向け、今後、Aesica社との相互補
完的な関係を活用し、グロー
バルなビジネスの拡大を狙っ
ていきます。

CMO CMO

サイトサポート・インスティテュート（株）のコンプライアンス問題について、たくさんの
叱咤激励をいただきありがとうございました。今回のレポートでご報告した、コンプラ
イアンス体制強化の取り組みを推進してまいります。
今後も、皆様からの声を真摯に受け止め、企業価値向上に向けて努力してまいります。

政府・
地方公共団体

（0名）0.0%
0株

個人・その他
（6,612名）
27.4%
4,989,481株

金融機関
（27名）6.7%
1,219,800株

 その他国内法人
（69名）
39.9％

7,273,260株

外国人
（145名）

25.3%
4,606,802株

証券会社
（28名）0.5%
98,537株

自己名義株式
（1名）0.2%
33,980株
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の健康コラム

真夏の安眠は枕から
　もうすぐ本格的な夏。猛暑が続くこの数年、寝苦しい夜が続
き睡眠不足になってしまう方も多いのでは？　睡眠不足は、起き
ている間も集中力が落ちる、イライラする、いつまでも疲れがと
れない、免疫力が低下するなど、心身の健康状態にも悪影響を
及ぼします。寝苦しい時期にも美容・健康に欠かせない睡眠を
しっかりとる方法のひとつが、上手な枕選びです。

寝ているときも“立っている”のが理想
　枕は、寝ている間の、敷布団と頭や首の間にできるすき間を
埋めるもの。立っているときの自然な姿勢を寝ている間も保っ
てくれるのが理想的な枕です。「合わない枕」を使っていると、頚
椎を不自然にゆがめる、筋肉や
関節への負担が大きくなる、気
道を圧迫していびきの原因と
なるなど、さまざまなトラブル
が起こりやすくなります。

病院・薬・サプリメントの情報満載！

詳細はこちらへ→ http://www.health.ne.jp

この続きはhealthクリックのサイトで    枕　 を検索
▶「真夏の安眠は枕から」をご覧ください。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

事業年度 10月1日から翌年9月30日まで

剰余金の配当基準日 9月30日（中間配当を行う場合は3月31日）

定時株主総会 毎年12月

単元株式数 100株

株主名簿管理人 東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 みずほ信託銀行株式会社	本店および全国各支店
みずほ証券株式会社	本店および全国各支店

郵便物送付先・
お問合せ先

〒168-8507
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
みずほ信託銀行株式会社	証券代行部
	0120-288-324（フリーダイヤル）

公告方法 電子公告（http://www.cmic-holdings.co.jp/）
ただし、やむを得ない事由によって、電子公告による公告をする
ことができない場合には、日本経済新聞に掲載して行います。

証券コード 2309

株主メモ

〒141-0031 東京都品川区西五反田7-10-4　金剛ビル
Tel 03-5745-7070（代)　Fax 03-5745-7077
http://www.cmic-holdings.co.jp/

「合わない枕」のチェック方法とは…？

「healthクリック」は、健康一般
情報および疾病に関する情報
を提供する日本最大級の健康
ポータルサイトです。ぜひご活
用ください。

小額投資非課税制度口座（NISA）における
配当金のお受け取りについて
　新規に購入された当社株式をNISA口座で所有される場合、配当金
につき非課税の適用を受けるためには、口座管理機関（証券会社等）
を通じて配当金を受け取る方式である「株式数比例配分方式」を、お
選びいただく必要がございます。NISA口座に関する詳細につきまし
ては、お取引の証券会社等にお問い合わせください。

ご案内


